
 

産業建設分科会事務事業評価 論点（事前） 

 

○鳥獣対策事業 

＜評価の視点＞ 

・過去の評価結果の反映 

・シカ、イノシシ等の捕獲頭数の推移及び個体数（潜在的な生息頭数）の把握 

・捕獲方法の内訳 

＜論点＞ 

捕獲頭数及び個体数の状況から、獣害被害減少に効果的な事業となってい

るのか。 

 

 

○観光推進事業（城下町観光） 

＜評価の視点＞ 

・観光推進事業における城下町観光の考え方 

・地元住民等との連携 

・城下町観光拠点のあり方 

・２５年度予算増額による効果 

＜論点＞ 

城下町観光としてどのようなことをめざしているのか。 

城下町観光拠点の整備によりにぎわいの創出につながっているのか。 

 

 

○排水路新設改良事業 

＜評価の視点＞ 

・冠水常襲地における排水路改良工事による通水能力の向上 

・雨水排水対策における排水路整備の方針 

 

＜論点＞ 

集中豪雨等に対する雨水排水対策としての排水路整備のあり方 

 



評価対象事務
事業名

区分 № 評価の視点 評価

1 目的設定は妥当である。

2
公的関与の範囲は適切である。
（市がやるべき事業か。）

3 手法は適切である。

4 活動実績は妥当である。

5 成果の取り方（指標）は適切か。

6 十分成果があらわれている。

7 コスト削減の余地はない。

8
財源は適切である。
（受益者がある場合には、受益者の費用負担
は適切か。）

9
公平性が評価できる。
（市民受益の範囲は公平か。）

10 他事業との類似性、重複はない。

11 事業を休止・廃止した場合の影響が大きい。

★評価は○△×を記入

委員会論点

評価

意見
改善点など

コスト・財源

課題・方向性

捕獲頭数及び個体数の状況から、獣害被害減少に効果的な事業となっているのか。

　　休止　　　　廃止　　　　継続　（　現状維持　　　改革改善　　　拡充　　）
　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事務事業評価表

鳥獣対策事業

目的

手法・活動実績

成果



評価対象事務
事業名

区分 № 評価の視点 評価

1 目的設定は妥当である。

2
公的関与の範囲は適切である。
（市がやるべき事業か。）

3 手法は適切である。

4 活動実績は妥当である。

5 成果の取り方（指標）は適切か。

6 十分成果があらわれている。

7 コスト削減の余地はない。

8
財源は適切である。
（受益者がある場合には、受益者の費用負担
は適切か。）

9
公平性が評価できる。
（市民受益の範囲は公平か。）

10 他事業との類似性、重複はない。

11 事業を休止・廃止した場合の影響が大きい。

★評価は○△×を記入

委員会論点

評価

意見
改善点など

コスト・財源

課題・方向性

城下町観光としてどのようなことをめざしているのか。
城下町観光拠点の整備によりにぎわいの創出につながっているのか。

　　休止　　　　廃止　　　　継続　（　現状維持　　　改革改善　　　拡充　　）
　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事務事業評価表

観光推進事業（城下町観光）

目的

手法・活動実績

成果



評価対象事務
事業名

区分 № 評価の視点 評価

1 目的設定は妥当である。

2
公的関与の範囲は適切である。
（市がやるべき事業か。）

3 手法は適切である。

4 活動実績は妥当である。

5 成果の取り方（指標）は適切か。

6 十分成果があらわれている。

7 コスト削減の余地はない。

8
財源は適切である。
（受益者がある場合には、受益者の費用負担
は適切か。）

9
公平性が評価できる。
（市民受益の範囲は公平か。）

10 他事業との類似性、重複はない。

11 事業を休止・廃止した場合の影響が大きい。

★評価は○△×を記入

委員会論点

評価

意見
改善点など

コスト・財源

課題・方向性

集中豪雨等に対する雨水排水対策としての排水路整備のあり方

　　休止　　　　廃止　　　　継続　（　現状維持　　　改革改善　　　拡充　　）
　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事務事業評価表

排水路新設改良事業

目的

手法・活動実績

成果






















